新体操個人競技における演技内容の研究―なわの演技について― by 関田 史保子






















4徒手要素 八 （ジャンプ） G) （ピヴォット）
丁 （バランス） n （柔軟，その他）
手具要素 /VV¥ (3連続ジャンプ） 八M （中級難度ジャンプ）
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る。その 4つの DSのうち 3つはジャンプ， ピヴォット，バランスという義務付けられた徒手









BUL JPN RUM CAN URS URS 
ミラ・マリノバ 秋山ニリカ イリナ・デレアヌ マリー•フゼジィ アレキサンダー・ オクサナデ ・
ティモシニソコ スカル ィーナ
プカラザッープ ワーカルップド プカラザッープ ワーカルップド プカラザッープ ワーカルップド プカラザップー プラカザップー プカラザッープ ワーカルップト鼻 プカラザッープ ワールトキ
カップ
9-キ八•要索 DS 1回 1 1回 1 2回 2 2回 2 2回 1 1回 1 
＠ DS 1 1 2 2 2 2 2 2 1 1 3 2 
丁 DS 1 1 3 3 1 1 2 2 2 2 1 2 





1 1 1 2 
ムロ 計 4 4 7 7 ， ， 7 7 ， ， 7 8 
手具要素






゜゜゜八 M 2 2 2 2 1 1 1 1 2 2 3 2 
八＠M 1 1 
゜゜゜゜゜゜゜
1 
゜゜メロ 計 4 4 3 3 3 3 2 2 4 4 4 3 
手ス具ア要ッ素プwr→ 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 
i 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 
W-@  1 1 1 1 4 3 2 1 2 1 1 1 
合 計 5 5 5 5 7 6 5 4 5 4 4 4 
1) 4徒手要素と手具要素の構成について



























表 2 プラザーカップにおける 4OSの構成内容
国名 幻 八 ＠ T u 
BUL ミラ・マリノバ
•前後開脚 3 連続（ ジャンプ •ダプル・ I::.゚ ヴォット •側方足あげバラ‘ノス •MG キック
なわ内）
•前後開脚 3 連続（ ジャ` ノブ •ダプル・ビヴォット •体側後方方側足あげがあらげパ上らバ体のララソス •MG キック
JPN 秋山ニリカ
なわ内） •ダプル・ピヴ＊ット
•• か 、を'ン‘J 後ス方に反
らしな ラ` ノス





•反前前後開脚 2 連プ続続（ ジャン）内プ十） •ダプル・ビヴォット •体後方方側足あげげ保持ハバラ` ノス •MG キック
CAN マリー•フゼジィ ジャソ なわ •ダプル・ピヴォット • に足かあら しラたンまスま後
• 後り開脚 2連 ジャソプ
オクサナ・
• 3連続回転ジャンプ •••前後ダプ方方ル片片・足足ピああヴげげォピピッヴヴトォ ッ ト •後方足あげパ
ランス •もぐり回転 2 連続
URS スカルディーナ
（なわ内）
•上体を反らせ連たら（回ぎな転ジャ •前ピ方ヴ片足あげ 11/2 •側側方方足足ああげげバ9 ランス •もぐり回転
URS 
アレキサンダー・ ンプ わ内） ＊ット ・ くラソス •MG キック
ティモ・ンニンコ •前後開脚 3 ャンプ •MG キック
わ内） • 1ビヴナット＋バランス





この場合 1つはなわをとび越えながらの八へ八。もう 1つは手具を投げている間の 2連続ジャ
ンプであり，なわをとび越えるジャンプ（以下なわ内でのジャンプとする）とは見られず，そ







ボーナスボイント (V•O•R) は 3 つに分かれている。 Vは実施上のミスが少なく，技術的に
表 3 ボーナスポイントによる演技内容 （プラザーカップ）
Country Gymnast Originality Risk Virtuosity 
組み合わせ ・シエネクーン 2回からなわを受ける なし
BUL ミラ・マリノバ
座位の姿勢で大きく風車のようにまわし，片方 ・回転ジャンブから前転し．座位で受ける















CAN マリー・フゼジィ ＿重とひをした後とびながら，なわを首にかけ ・シエネ 2回から前転座位で受ける
はずしながら足を後方に振りあげる










組み合わせ •前転 2 回から座位で受ける あり

































Difficulty Composition I Execution 




／四一§ ロ 失 ソ





Starting Score 9.50 
V(0.2) 0(0.2) R(O.l) 
Final Score 
表 5 プラザーカップ及びワールドカップ得点表
BUL JPN RUM CAN URS URS 
ミラ•マリノバ 秋山エリカ
イリナ・ マリー・ オクサナ・ アレキサンダー
デレアヌ フゼジィ スカルディーナ ティモシェンコ
9.80 9.55 9.70 9.55 9.90 9.90 
9.80 9.20 9.55 9.60 9.80 9.90 
22 関 田 史保子
I 2 3 4 
U¥1 DM 
5 ⑥ 7 8 
DM DS DM ，
 
10 ⑪ ⑫ ⑬ 14 
bM DS DS DS DM 
15 16 
OM 
へい＼゚汀噂心Rい芯八Mへ丁／wも W 心恣 多様性に欠ける＝0.2R=O. l 0=0.1 
図 1. (BUL) ミラ・マリノバ
J刈① R R 45  6 7 8 ⑨ ⑲ (!)⑫ 13 14 △ II 雙］芭腔 0S O三PM』 M os p市OSOS OM OM DM 








図 2. (JPN) 秋山エリカ
l 2 ③ 4 5 6 ⑦ 8 9 10 @ 12 ⑬ 14 15 16 
DS DS DS DS DS-S  DM DS DS 
、／勺― ]Rへ炉八パ心声心バエしニ臼八丁＠











1 2 3 4 5 6 7 (9i!1  12 ⑬ ⑭ 15 16 11 18 
DM DM DS OS DS OS DS DM DM OS DM DS OM 
OAW→丁97な＄ ＠M ＠汀虔oR／バ八「[[| -:K ジャソプ不足＝ 0.10=0.1 
図 4. (CAN) マリー・フゼジィ
仮 r R 3 4 5 6 1 (lj) 9 10 11 ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ 16 17 ⑲ 














図 5. (URS) オクサナ・スカルディーナ








図 6. (URS) アレキサンダー・ティモシエンコ
6 R 8 9 ⑲ 1 12 13 ⑭ 15 ⑲ 17 18 19 
OS DS OS DS OS D11 DM DS OMDM DS DS DS OS DM 
心J/T~v凸W\／T ぃ T R メ k v=0.2 ~l 心 止，メ八八→1]1』%cバ□唄




各選手の浪技内容を採点し記号で表わしたものが図 1～図 6(ブラザーカップ）図 7(ワール



























































F. I,G国際体操連盟「Code of Points」 1989年
（平成 3年 1月受付）
